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ご 挨 拶

新年明けましておめでとうございます。
組合員・ご利用者の皆様におかれましては、新しい年をお迎えの事とお喜

び申し上げます。旧年中はＪＡ事業全般にわたり格別のご理解とご協力を賜
り、厚く御礼申し上げます。
昨年は、イスラム組織ハマスとイスラエルとの間で戦闘が始まり、ロシア

とウクライナの戦争も続く中での原油価格の高騰や日本経済もその影響も受
けての物価高騰、政治資金裏金問題など、日本経済を取り巻く環境に大きな
変化がありましたが、ご利用者様のご協力により無事新年を迎えることがで
きました。
新型コロナウイルス感染症も以前より重症化する割合が減少傾向で、治療

薬が開発され明るい話題もあります。今年はイスラエルやウクライナ戦争が
早期に終結し、世界が平和と安定を取り戻し、日本社会が活気溢れる明るい
年になってほしいと願っております。
今年は、４月１日に当ＪＡを含め県内９ＪＡが合併し、徳島県農業協同組

合が発足します。組合員やご利用いただいているお客様に今まで以上に選ば
れるＪＡ、地域社会に根ざしたＪＡを目指し、県内の役職員が合併に向けて
準備作業を進めております。今後は、農業や地域社会等のＪＡをめぐる環境
変化を踏まえ、持続可能な農業の実現・豊かで暮らしやすい地域共生社会の
実現・協同組合としての役割を発揮し、自己改革のさらなる実践により、食
と農を基軸とした地域に根ざした協同組合の確立に向けて、役職員一丸とな
って取り組んで参ります。
こうした状況を踏まえ、さらなる農業者の所得増大と農業生産の拡大、地

域活性化への挑戦による多様化した生活ニ－ズへの対応により、自己改革の
具体的な取り組みを拡充し、地域の皆様に感謝の気持ちと負託に応えるＪＡ
として、役職員が一丸となって取り組んで参りますので、尚一層のご指導、
ご協力を賜ります事をお願い申し上げまして、年頭のご挨拶と致します。
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【１月の行事予定】

○ ５日 八木の鼻手入れ砂搬入開始 （大毛）
○１６日 ハウスすだち園地巡回 （本店経済）
○１７日 ピクリン剤適正使用対策会議（大毛）
○１９日 かんしょ栽培研修会 （本店経済）
○２３日 桃・八朔・梨 防除歴検討会（本店経済）

【経済部より知らせ】

【JA共済 地域・農業活性化助成を活用し婦人の家に
味噌仕込み用麹発酵機を１台増設・給湯器２台設置しました】

組合員・地域住民で組織している女性部活動の一つである「手作り
味噌の仕込み」に必要な麹発酵機を増設し利用者の増加に対応すると
ともに、給湯器２台を新設し利用者の利便性を図りました。
この活動により地域住民との交流を深めると共に地域の活性化に繋

げていきたいと思います。

【金融部からのお知らせ】
農業者年金に加入して安心で豊かな老後を！



【金融部よりお知らせ】お得な定期貯金のお知らせ 【農作業ワンポイントメモ】

○なばなの追肥は、肥切れしないように出蕾前からこまめに行いましょう。ただし、過剰
な追肥異常花蕾となるので注意が必要です。収穫は花蕾が膨らんだ開花前のものを摘み
取りましょう。花が咲くと樹に負担がかかります。頂花蕾は早めに収穫して、わき芽の
成⾧を促しましょう。

○ブロッコリー・カリフラワーの追肥は２～４回に分けて施し、花蕾が500円玉くらいの
大きさになったらそれ以降の追肥はやめましょう。ブロッコリーの側枝の花蕾を取る場
合には、頂花蕾の収穫時にも施肥を行います。

○カリフラワーは花蕾の上に外葉を２～３枚折り込み日よけにしましょう。日よけをしな
いと日が当たったところは黄色くなります。花蕾が直径１５ｃｍくらいになり、周辺部
が盛り上がって表面に凹凸がなくなってきた頃に、外葉７～８枚をつけて収穫しましょ
う。

営農情報 １月の作業及び防除

作 物 名 作 業 項 目 使 用 薬 剤 名

露地スダチ 花芽分化開始 花芽分化開始
園地の土壌改良対策をたてる（ＰＨ６．０を目標に矯正する）
苦土石灰連用使用園は１０ａ当たり１００ｋｇ程度施用する。

らっきょう ２回目追肥、 ダントツ粒剤１０a当６Kg ２回以内 ２月末までの使用
土寄せ ランネート４５ＤＦ１０００倍 １Ｌ／㎡ 灌注
ネダニ防除 （収穫２１日前/２回以内）

ハウススダチ 温度管理 発らい後は最高２８℃、最低１７℃を基準とする。

灰色かび病 フルーツセイバー１５００倍（収穫前日/３回以内）被覆後2回以内
アブラムシ類 モスピラン顆粒水溶剤４０００倍（収穫２１日前/３回以内）
灌 水 灌水は晴天の日の午前中に行う。

大 根 薬剤散布 収穫期に入っている圃場隣接地は飛散を考慮し見合わせましょう。

ハウス大根 温度管理 花芽分化後は思いきった換気による低温管理で花蕾の発育、抽台を
抑える。

ブロッコリー 追 肥 追肥は生育に応じて分施し、発蕾初期を止肥とする

八 朔 苦土石灰施用 花芽分化開始
園地の土壌改良対策をたてる（ＰＨ６．０を目標に矯正する）
苦土石灰連用使用園は１０ａ当たり１００ｋｇ程度施用する。

貯蔵庫管理 点検→庫内管理に注意して下さい。

桃 整枝剪定 剪定は早く済ませる。大きい切り口にはトップジンＭペーストを塗
布する。

農薬使用については、ＪＡ各経済センター・本店経済課営農指導担当までご相談ください。




